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（１）遠隔授業受講者の大学進学率の向上 

 5 年度（実績） ６年度 ７年度 

目標値  40％ 45％ 

実績値 36.6％（15/41 人） 37.5％（6/16 人） 
47.8％ 

（11/23 人） 

遠隔授業における質の高い教育を実践することにより、遠隔授業を受講し

た生徒の学習意欲の向上や学力向上につながり、大学進学率も向上すると考

える。遠隔授業受講者の大学進学率の向上は、地域の小規模校からも大学進

学することができるという進路選択の幅を広げ、地域の学校の魅力化にもつ

ながると考える。 

（２）成果発表会（公開授業を含む）等の開催による遠隔授業の普及促進 

遠隔授業に係る成果発表会（公開授業を含む）に参加した高校（他県管理

機関等含む）の数 

 5 年度（実績） ６年度 ７年度 

目標値  20 35 

実績値 0 15 9 

遠隔授業の実施は、特定の教員に限定されるものではなく、今後の教員が

持つべき資質や能力の一つとして位置付けられている。そのため、経験年数

や勤務校によらず、遠隔授業に携わるための体制整備を模索している。遠隔

授業の普及促進のため成果発表会（公開授業を含む）を開催したり、教員向

けの協議会などを行うことにより、必要な手法や情報を県内の全ての教員に

周知・共有していきたいと考える。 

（３）学校間連携型の遠隔授業におけるネットワーク構成校数及び遠隔授業の 

実施教科・科目の拡充 

学校間連携型の遠隔授業において、配信校と受信校における時程や行事日

程の調整、教育課程の編成についてなど、構成校の負担は依然として重いの

が実情である。自走化に向け、配信センターの設置が急務であり、令和９年

度からの運用に向けて計画を進める。一方、学校間連携をとおした遠隔授業

や探究的な学びによって、生徒同士の新たなコミュニケーションの場が創出

されたり、相互の学習意欲向上、進路選択の幅を広げるなど、生徒にとって

大きな学びにつながっている面も見逃すことはできない。配信センターを拠

点として、地域で多様な教科・科目を学ぶ遠隔授業の実施に向けて進めてい
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